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疑
問
助
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般
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用
法

四 、
記
録
資
料
に
お
け
る
疑
問
助
字
の
用
法

五 、
記
録
資
料
に
お
け
る
「
欺」
字
の
用
法

六 、
「
歎」
字
の
訓
法

七 、
記
録
資
料
に
お
け
る
「
欺」
字
の
用
法
の
特
色

八 、
結
語

緒
昌

平
安
時
代
成
立
の
諸
種
の
文
献
の
う
ち 、
公
卿
日

記
な
ど
に
よ
っ
て
代
表
さ

れ
る
記
録
資
料
は 、
漢
字
専
用
表
記
を
た
て
ま
え
と
す
る
記
載
様
式
に
基
づ
き 、

い
わ
ゆ
る
変
体
漢
文
と
称
さ
れ
る
文
章
様
式
で
記
さ
れ
て
い
る 。
そ
れ
が
漢
字

専
用
表
記
の
文
献
で
あ
る
故
か 、
同
時
代
に
成
っ
た
仮
名
表
記
文
献
や
訓
点
資

料
に
比
し
て 、
こ
れ
ま
で
国
語
史
料
と
し
て
充
分
に
活
用
さ
れ
る
機
会
に
恵
ま

れ
ず 、
し
た
が
っ
て
ま
た 、
乙
れ
ら
資
料
の
言
語
の
性
格
に
つ
い
て
も
満
足
な

解
明
の
試
み
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
現
状
の
よ
う
で
あ
る 。

と
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
に
あっ
て 、
筆
者
は
先
に 、
接
続
の
機
能
を
有
す

る
「
而」
字
の
用
法
の
検
討
を
例
花 、
用
字
法
の
面
か
ら
の
考
察
を
通
し
て 、
こ

の
種
の
資
料
の
言
語
の
究
明
を
試
み
よ
う
と
し
た
韮1) 。

本
稿
で
は 、
そ
れ
と

同
様
な
怠
図
の
も
と
に 、
ま
た
同
様
な
立
場
か
ら 、
平
安
時
代
の
記
録
資
料
に

お
け
る
疑
問
助
字
の
用
法
を
取
り
上
げ
て
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う 。

上
代
の
漢
字
文
に
お
け
る
疑
問
助
辞
の
用
法
に
つ
い
て
は 、
す
で
に
白
藤
礼

幸
氏
に
周
到
か
つ
綿
密
な
御
論
孜
が
あ
り
在2) 、
「
上
代
漢
字
文
の 、
内
容
的・

語
法
的
性
格
に
よ
っ
て 、
主
用
さ
れ
る
字
が
異
な」
る
事
実
が
論
証
さ
れ
て
い

る
が 、
平
安
時
代
の
漢
字
表
記
文
献
に
お
い
て
も 、
疑
問
助
字
中 、
「
歎」
字
に

は
記
録
資
料
の
文
章
の
特
徴
を
形
成
す
る
と
認
む
べ
き
用
法
が
存
す
る
の
で 、

こ
と
に
詳
し
く

考
察
を
試
み
た
い 。
な
お 、
乙
の
類
の
文
献
に
お
け
る
疑
問
助

字
の
用
法
の
特
色
を
よ
り
明
確
に
把
握
す
る
た
め
に 、
平
安
時
代
に
お
け
る
他

の
種
の
漢
字
表
記
文
献
に
も
調
査
対
象
を
拡
げ
る
ζ
と
に
な
ろ
う 。
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記
録
資
料
に
お
け
る
疑
問
表
現
形
式

平
安
時
代
の
記
録
資
料
に
使
用
さ
れ
た
疑
問
助
字
の
用
法
に
つ
い
て
検
討
す

る
に
さ
き
だ
っ
て 、
そ
れ
ら
資
料
に
見
え
る
疑
問
表
現
の
表
現
形
式
を
整
理
し

て
お
き
た
い
と
思
う
を3) 。
乙
れ
を
試
み
て
お
く
こ
と
は 、
疑
問
助
字
の
用
法

を
分
析
す
る
に
当っ
て
有
効
で
あ
る
と岡山
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る 。

疑
問
表
現
は 、
一
般
に 、
表
現
窓
図
に
よ
っ
て
〈
質
問〉
表
現
と
〈
疑
惑〉

表
現
と
に
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る 。
乙
乙
に
い
う
質
問
表
現
と
は 、
疑
問
と

す
る
点
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
た
め 、
ま
た
あ
る
穫
の
判
断
に
つ
い
て
そ
の

成
否
の
判
定
を
求
め
る
た
め 、
発
話
者
が
そ
れ
を
聞
く
相
手
に
直
接
問
い
た
だ

し 、
そ
の
回
答
を
期
待
す
る
も
の
で 、
い
わ
ば
H

と
い
か
けd
の
表
現
の
と
と

で
あ
る 。
一
方 、
乙
乙
で
疑
惑
表
現
と
称
す
る
の
は 、
発
話
者
乃
至
執
筆
者
が



平安時代記録資料における疑問助字の用法について

単
に
自
身
の
心
中
に
懐
く

疑
惑
を
表
明
し 、
ま
た
は
断
定
を
留
保
し
て
不
定
の

ま
ま
に
表
出
す
る
だ
け
で 、
そ
の
相
手
た
る
人
物
の
回
答
を
必
ず
し
も
期
待
し

な
い 、
い
わ
ば
グ

う
た
が
いH
の
表
現
の
乙
と
で
あ
る 。
な
お 、
と
の
ほ
か
に 、

詰
問・
反
語
な
ど 、
発
話
者
乃
至
執
筆
者
が
心
中
に
す
で
に
表
現
形
式
と
は
正

反
対
の
側
に
あ
る
結
論
を
用
意
し
て
問
い
か
け
る
と
い
う
点
で 、
質
問・
疑
惑

両
者
の
性
質
を
兼
ね
備
え
る
〈
反
語〉
表
現
が
あ
る 。

疑
問
表
現
は
ま
た 、
そ
の
表
現
形
式
の
上
か
ら 、
付
疑
問
詞
に
よ
っ
て
提
示

さ
れ
る
疑
問
点
に
つ
い
て
そ
の
説
明
を
求
め
る「
説
明
要
求」 、
∞
あ
ら
か
じ
め

二
種
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
回
答
を
設
定
し
て
そ
の
採
窓口
を
求
め
る
「
選
択
要

求」 、
白
発
話
者
乃
至
執
筆
者
の
判
断
に
つ
い
て
そ
の
成
否
の
判
定
を
求
め
る

「
判
定
要
求」
に
区
分
さ
れ
る 。

表
現
意
図 、
表
現
形
式
の
省
察
よ
り
得
た 、
右
の
基
準
を
も
と
に 、
平
安
時

代
の
記
録
資
料
に
見
え
る
疑
問
表
現
の
形
式
を
整
理
す
る
と 、
お
お
よ
そ
次
の

ど
と
く
に
な
る
産
主 。

ま
ず 、
質
問
表
現
に
つ
い
て
観
察
す
る 。
そ
の
う
ち 、
説
明
要
求
は 、
諸
種

の
疑
問
詞、
ま
た
は
そ
れ
に
疑
問
助
字
の
伴
っ
た
文
型
で
表
現
さ
れ
る 。

示
諸
卿
云 、

因
之
可
行
仁
王
会
事 、
其
外
又
可
行
何
事 、
宜
定
申
者 、

(
九
暦
抄
天
暦二
年五
月五
日)

藤
宰
相
云 、
丙
犠
侍 、
奉
仕
明
後
日
使
有
恐 、
為
之
如
何 、
(
御
堂
関
白
記

長和
四年七
月二
十三
日)

左
大
臣
於
御
前
問
之 、
其
詞
云 、

何ソ
万

物ソ 、
(
殿
暦
長治二
年
十月一
干七

日)中
使
頭
朝
臣
来
云 、

除
目
事
何
日
可
行
乎、
(
貞
信
公
記
抄
天
暦二
年正
月
十

九日)
四
条
大
納
言
消
息 、
・・
:

行
呑
以
誰
人
可
申
行
乎
者 、
(
小
右
記
寛弘八
年七

月二
十九日)

雅
楽
寮
令
申
云 、
年
来
舞
装
束
自
蔵
人
所
下
絵 、
而
焼
亡
之
後
不
候 、
今
日

装
束
可
如
何
奉
仕
乎、
(
権
記
長保五
年正
月一
日)

蔵
人
重
実
到
来
云 、
五
節
所
何
様
可
候
欺 、
(
後
二
条
師
通
記
寛治四
年
十月

十四日)

選
択
要
求
は 、
疑
問
助
字
「
欺」
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る 。

頭
弁
向
重
資
卿
云 、
先
可
供
御
前
物
欺 、
将
可
勧一
献
欺 、
重
資
答
云 、

先
可
行一
献
也 、
(
長
秋
記元
永二
年五
月三
十日)

判
定
要
求
は 、
「
如
何」
の
ど
と
き
特
定
の
疑
問
詞
を
文
末
に
添
え 、
ま
た 、

各
種
の
疑
問
助
字
ま
た
は
そ
れ
に
右
の
特
定
の
疑
問
詞
を
添
え
る
と
と
に
よ
っ

て
表
現
さ
れ
る 。

次
伝
仰
云 、
従
今
令
祈
年
穀
何
者 、
奏
言 、
甚
可
也 、
(
貞
信
公
記
抄
天
慶

八
年
四
月
十日)

又
談
云 、
召
文
人
事
如
何 、
(
小
右
記正
暦四年正
月二
十日)

被
仰
云 、
定
申
事
雄
有
方
々 、
可
使
遣 、
如
何 、
云
配 、
遺
使
宜
侍
欺 、

(
御
堂
関
白
記
克弘元年五
月二
十八日)

件
朝
臣
相
尋
云 、
取
御
銅
次
将
可
帯
創
否 、
(
長
秋
記
大
治四年六
月
十九日)

左
大
臣
間
行
事
上
云 、

不
断
御
読
経
歎
如
何 、
(
小
右
記
長和二
年
八
月
十二

日)仰
云
如
勘
状
可
免
罪 、
但
務
取
物
者
可
弁
申

明州側 、
重
可
令
勘
申 、(
権

記
長
保二
年七
月
十三日)

又
以
御
消
息
令
申
給
云 、
明
日
故
上
東
門
院一
周
忌
御
法
事
也 、
可
有
悌

哉
如
何 、
(
水
左
記
承
保二
年十
旦
百)

余
奏
事
由
仰
云 、
転
任
宿
官 、
兼
国
勘
文
可
候
劇 、
仰
云 、
早
く
可
召 、

(
殿
暦
長治二
年正
月廿
六日)
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大
関
令
当
季
朝
臣
示
大
納
言
恒
佐
卿
云 、
依
本
病
発
動
不
能
束
帯 、
品川
今
日

塾
居
簾
中 、
礼
拝
事
不
行
宜
刊 、
(
九
条
殿
記駄

琵併設月四日)

予
問
臼
五
人
有
之
哉、
候
不 、

(
後
二
条
師
通
記
究治七
年
十一
日川
十八日
華骨)

な
お 、
疑
問
の
窓
を
表
わ
す
助
詞
「
や」
「
か」
を
用
い
た
判
定
要
求
の
例
も
見

え
る
が 、
か
か
る
仮
名
表
記
の
用
例
は
稀
で
あ
る 。

頭
弁
成
剖
許
来
云 、

今
夜
八
幡
別
当
可
被
来
補 、

市
申
事
ヤ
ア
ル 、
(
殿

暦
康和五
年
十二
月
十九日)

上
卿
被
間
外
記一玄 、
代
官
候
ャ 、
可
申 、
(
長
秋
記
大
治二
年
士一
月
十一
日)

召
五
位
蔵
人
顕
隆
仰
云 、
人
々
皆
被
参州一 山

皆
被
参タル
由を
申爪 、

(
殿
暦
嘉承二
年
十月二
十二
日)

次
に 、
疑
惑
表
現
に
つ
い
て
観
察
す
る 。
疑
惑
表
現
に
は 、
先
に
示
し
た
三

種
類
の
表
現
形
式
の
い
ず
れ
に
よ
る
場
合
も
あ
り
う
る
が 、
文
型
に
関
し
て
は 、

す
で
に
質
問
表
現
の
う
ち 、
判
定
要
求
の
場
合
に
見
出
し
え
た 、

今
日
五
節
止
了 、
諸
社
祭
如
何 、

依
不
審
造
尋
頭
弁
許
也 、
(
殿
暦
長治二

年
十一
月
十九
日)

或
人
云 、
先
被
申
事
由
於
摂
政 、
然
後
可
被
左
右
歎
知
何 、
難
者
如
雲
云

々 、
(
小
右
記
永詐
元
年
十一
月二
十四日)

仰
云 、
近
衛
府
不
候
可
行
欺 、
尋
先
例
可
行 、(
権
記
克
弘六年
四
月二
十五
日〉

依
公
卿
定
申
被
行
宜
乎、

可
奏
此
旨
云
々 、
(
貞
信
公
記
抄
天
腹八年
四
月二

十八日〉
推
之 、
無
谷 、
自
然
所
為
樹 、
(
権
記
寛弘八
年五
月九日)

な
ど
の
ど
と
き
諸
文
型
の
ほ
か 、
各
種
の
疑
問
助
字
が一
定
の
陳
述
副
詞
乃
至

そ
れ
に
準
ず
る
語
と
呼
応
し
て
使
用
さ
れ
た
文
型
も
求
め
得
ら
れ
る 。

須
牽
出
目
撃
門 、
而
不
出
牽 、
以
人
令
牽
出 、
直
着
伎
座 、
若
不
被
知
先

例
歎、
(
小
右
記
永観二
年
十一
月
十四日)

相
撲
人
県
高
平
不
参
会
御
前
内
取 、
若
不
奏
事
由
載
奏
有
事
答
明 、
随
命

左
之
右
之 、
(
小
右
記
長和二
年
七
月一
干九日)

往
古
未
聞
兄
弟
三
人
以
上
加
階
之
例 、
新
是
栄
転昨
制 、
(
九
暦
抄
天徳四

年正
月七日)

而
堂
達
職
掌
若
不
悦
刷 、
(
宇
多
天
皇
御
記
寛平一元
年九月
十五
日)

差
是
元
慶
例
敗 、
(
小
右
記長保元
年八
月二
十日)

毛
色
悦
沢
蓋
由
是
明 、
(
宇
多
天
皇
御
記
覧平
元
年
耳六日)

借
案 、
昨
日
節
会
停
止 、
今
日
女
王
線
同
可
止
劇 、
(
権
記
究弘二
年
十一
月

二
十五
日)

閑
案 、
於
仰
外
記
無
殊
難
乎、
(
小
右
記
長和三
年正
月七日)

仰
詞
云 、

去
年
十
月以
後

不
参
内 、
定
有
所岡山
欺 、
乃
賜一
階 、
早
参
可

随
事
者 、
(
御
堂
関
白
記
寛弘二
年七
月-
干一
日)

疑
是
着
禁
制
装
束
欺 、
(
小
右
記
長和二
年
四
月二
十一
日)

恐
在
知
此
之
漸
欺 、
(
権
記
長保二
年正
月二
十
八日)

さ
ら
に 、
反
語
表
現
は 、
疑
問
詞
の
み 、
ま
た
疑
問
詞
に
疑
問
助
字
を
添
え

て 、
あ
る
い
は
疑
問
助
字
の
み
で
形
成
さ
れ
る 。
乙
の
際 、
疑
問
助
字
に
「
歎」

字
を
用
い
る
と
と
は
極
め
て
稀
で
あ
る
在5) 。

縦
雄
大
后
居
処
近 、

主す
例
事 、

何
有
所
悌 、
(
九
条
殿
記疎
開議正
月一一

日)縦
在
邪
気
之
所
為 、
於
遂
本
意
有
何
事
乎、
(
権
記長徳
四年三
月三
日)

但
縦
無
例
何
事
之
有
哉、
(
水
左
記
康平
八年正
月七日)

錐
無
先
例 、
奉
幣
被
立
之
事
禁
忌
候
乎、
(
後
二
条
師
通
記
永長元
年
十月五

日
裏
書)

間
入
家
事
致
用
意
者 、
有
如
此
事
樹 、(
御
堂
関
白
記
長和二
年
十一
月一
干日)

な
お 、
疑
問
助
字
が
反
語
表
現
の
た
め
の
特
定
の
副
詞
と
共
に
用
い
ら
れ
る
場
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A口
も
あ
る 。

の
目 、
汝
合
陰
陽
之
気
備
支
簸
之
形 、
心
有
必
寧
知
我
乎、
(
宇
多
天
皇

御
記
寛
平元
年二
月六日)

今
朕一
向
故
修
之 、

毎
事
惣
儲
宣
惜
小
物
朝 、
({予
多
天
皇
御
記
寛平
元年

九
月四日)

右
が
平
安
時
代
の
公
卿
日

記
に
見
え
る
疑
問
表
現
形
式
の
概
要
で
あ
る
が 、

そ
ζ
に
求
め
う
る
疑
問
助
字
は
「
歎」
「
乎」
「
哉」
「
耶」
の
四
字
で
あ
り 、

特
に
各
資
料
に
わ
た
っ
て
広
く
使
用
さ
れ
る
の
は 、
「
歎」
「
乎」
「
哉」
の一二

字
で
あ
る 。

疑
問
助
字
の
一

般
的
用
法

平安時代記録資料における疑問助字の用法について

そ
と
で
次
に 、
乙
れ
ら
四
種
の
疑
問
助
字
が
記
録
資
料
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ

ど
の
よ
う
な
機
能
を
担
当
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
か 、
そ
の
検
討
に
移
る
わ
け

で
あ
る
が 、
そ
の
前
に
な
お 、
乙
れ
ら
諸
字
の
漢
文
に
お
け
る一
般
的
な
用
法

に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い 。

ま
ず 、
中
国
の
文
言
文
法
研
究
書
で
は 、
と
れ
ら
諸
字
は
左
の
ご
と
く

説
か

れ
て
い
る 。
馬
建
忠
『
馬
氏
文
通』
で
は
「
伝
疑
助
字
六 、
乎
哉
耶
与
夫
諸
是

也」
(
巻
九)
と
し
て
六
種
の
疑
問
助
字
を
掲
げ
て
い
る
が 、
当
面
の
「
歎」

「
乎」
「
哉」
「
耶」
四
字
の
疑
問
の
用
法
に
つ
い
て
は 、
お
お
よ
そ
次
の
ど
と

く
整
理
す
る
と
と
が
で
き
る 。

「
歎」
字
に
つ
い
て
は 、
劉
浪
『
助
字
弁
略』
(
巻一
)
で
は
〈
疑
詞〉
と
呼

ん
で
語
末
辞
と
し
て
の
用
法
を
認
め 、
ま
た
王
引
之
『
経
伝
釈
詞』
(
第
四)
で

は
〈
問
詞〉
と
称
し
て
い
る
が 、
そ
の
用
法
を
さ
ら
に
詳
し
く
は
説
い
て
い
な

い 。
『
馬
氏
文
通』
で
は 、

歎
字
古
同
与
・:

与
字
以
助
設
間
以
助
擬
議
者
其
常
而
以
助
隊
歎
(
巻

九)

と
説
く
が 、
楊
樹
遥
『
高
等
国
文
法』
(
第
九
章
C
5)
で
は
〈
疑
問〉
の
ほ
か

に
〈
反
詰〉
の
用
法
を
認
め
て
い
る 。
裳
学
海
『
古
書
虚
字
集
釈』
(
巻
三)
も

同
様
に
〈
疑
問〉
と
〈
反
詰〉
と
を
区
別
す
る 。

「
乎」
字
に
つ
い
て
は 、
『
助
字
弁
略』
(
巻一
)
で
は
〈
不
定
之
辞〉
を
立

て
て 、
な
か
に
〈
疑
辞〉
と
し
て
の
用
法
務』
説
く
が 、
『
馬
氏
文
通』
(
巻
九)

で
は
「
歎」
字
に
お
け
る
と
同
様 、
〈
設
問〉
〈
擬
議〉
を
助
け
る
用
法
を
指
摘

し
て
い
る 。
『
高
等
国
文
法』
で
は 、

乎
之
用
法、
一
助
詞
為
形
容
詞
或
副
詞
之
語
尾 。
:-

二
助
句
表
疑
問。

三
助
句
表
反
詰 。
四
助
句
表
感
歎 。
五
助
句
表
推
宕 。
(
第
九
章
C
4)

と
し
て
〈
疑
問〉
〈
反
詰〉
の
ほ
か
に
〈
推
宕〉
の
用
法
を
認
め
て
い
る 。
『
古

書
虚
字
集
釈』
(
巻
四)
で
は
〈
疑
問〉
〈
反世間〉
を
区
別
す
る
に
過
ぎ
な
い 。

「
哉」
字
に
つ
い
て
は 、
『
助
字
弁
略』
(
巻一
)
で
は
語
己
辞
と
し
て
〈
疑

辞〉
の
義
を
説
き 、
『
経
伝
釈
詞』
(
巻
八)
で
は
〈
間
詞〉
と
す
る 。
『
馬
氏
文

通』
で
は 、

哉
字・:
経
籍
用
以
破
疑
而
設
問
者
蓋
寡
用
以
擬
議
量
度
者
居
多
而
用

以
往
復
昧
歎
者
則
最
称
也
所
用一
切
勾
式
与
乎
字
問 、
(
巻
九)

と
説
く 。

『
高
等
国
文
法』
(
第
九
章
C
6) 、
『
古
書
虚
字
集
釈』
(
巻
八)
で

〈
疑
問〉
〈
反
詰〉
の
用
法
を
設
定
す
る
と
と
在6) 、
「
歎」
字
に
お
け
る
と
同

様
で
あ
る 。

「
耶」
字
は
「
邪」
字
に
通
う
が 、
そ
れ
ら
の
用
法
に
つ
い
て
は 、
『
経
伝

釈
詞』
(
第
四)
で
は
〈
未
定
之
詞〉
と
解
し 、
『
馬
氏
文
通』
で
は 、

耶
字
古
同
邪
・:

経
籍
用
以
助
設
問
昧
歎
之
句
者
則
不
概
見
市
用
以
助

擬
議
未
定
之
辞
気
者
則
習
見
也
(
巻
九)

と
し
て
〈
設
問〉
ま
た
〈
擬
議〉
〈
未
定〉
の
用
法
を
説
く 。
『
高
等
国
交
法』
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(
第
九
章
C
7)
で
は
〈
疑
問〉
〈
反
詰〉
の
用
法
の
ほ
か 、
八
日停
頓〉
の
義
を
設

け
る 。
『
古
書
虚
字
集
釈』
(
巻一ニ)
で
は
〈
疑
問〉
〈
反
詰〉
の
別
を
認
め
る
に

過
ぎ
な
い 。

乙
れ
を
要
す
る
に 、
中
国
文
言
文
法
省
で
は 、
「
歎」
字
に
疑
問
と
反
詰
と
の

用
法
を
認
め 、
そ
の
疑
問
に
設
問
と
擬
議
と
の
別
を
立
て
て
い
る 。
「
乎」
「
哉」

「
耶」
字
の
用
法
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が 、
「
乎」
字
に
は
な
お 、
不
定・
推
宕

な
ど
の
用
法
を 、
ま
た
「
哉」
字
に
量
度
の
用
法
を 、
「
耶」
字
に
未
定・
停

頓
の
用
法
を
認
め
て
い
る
点
が
注
意
さ
れ
る 。
し
か
し
な
が
ら 、
ζ
れ
ら
の
諸

書
で
は 、
各
字
の
怠
義・
用
法
が
説
か
れ
る
の
み
で 、
そ
れ
ら
が
い
か
な
る
疑

問
文
裂
を
構
成
す
る
か
に
関
す
る
所
見
が
な
い 。

江
戸
時
代
の
漢
文
法
研
究
書
の
説
く
と
乙
ろ
も 、
も
っ
ぱ
ら
疑
問
助
字
各
字

の
窓
義・
用
法
に
つ
い
て
で
あ
る 。
そ
れ
ら
の
記
述
の
な
か
で
こ
と
に
注
目
さ

れ
る
の
は 、
「
歎」
字
に
つ
い
て
釈
大
典
『
文
語
解』
(
巻
四)
K
M

乎
ニ
似
テ

ヤ
h

経
シd
と
説
き 、
皆
川
浪
図
『
助
字
詳
解』
(
巻一
)
に
H

其
中
ノ
実
ヲ
推

シ
定
メ
ン
ト

ス
ル
窓n
と
も 、
『
史
記
助
字
法』
(
巻
上)
に
H

大
概
極
マ
リ
タ

ル
寸
ヲ
根
ヲ
オ
シ
尋
ル
程
ノ
意H
と
も
い
い 、
ま
た 、
「
乎」
字
に
つ
い
て
『
助

字
詳
解』
(
巻一
)
に
H

問
ノ
窓
浅
キ
ニ
用
ユd
と
し
て

と向
フ
ノ
コ
タ
ヱ
テ
然

リ
ト

云
ヲ 、
先
ツ
取
リ
オ
キ
テ 、
サ
テ
其
ニ
ツ
ケ
テ 、
向
フ
ガ
其
筋
ニ
チ
ガ
ヒ

ア
ル
ヲ
推
シ
言
フ
カ 、
又
ハ
其
ナ
レ
パ 、
ナ
ゼ
ニ
斯
ハ
セ
ザ
ル
ゾ
ナ
ト

云
フ
辞

ヲ 、
ア
ト
ヨ 、
リ
カ
ケ
ン
ト

テ 、
先
ツ
向
フ
ヲ
捉
フ
ル
タ
メ
パ
カ
リ
ニ
問
フ
意d

と
解
説
し 、
『
左
伝
助
字
法』
(
巻
上)
に
M

テ
ア
ラ
フ
ゾ 。
デ
ア
ラ
フ
カd
な

ど
の
訳
語
を
付
け 、
さ
ら
に 、
「
哉」
字
に
つ
い
て
『
文
語
解』
(
巻
四)
に
u

口

然町
心
不
然
之
辞
ヘ
『
史
記
助
字
法』
(
巻
上)
に
H

乎
字
ヨ
リ

ハ
少
シ
綬
シ
詠

嘆
之
意
ヲ
帯
タ
リ

ヘ
問
自
駒
『
助
辞
訳
通』
(
巻
上)
に
グ

決
セ
ス
シ
テ
量 l
度

ス
ル
ヲ
哉
ト

云
フd
な
ど
と
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る 。
な
お 、
「
耶」
字
に
つ
い

て
も
『
史
記
助
字
法』
(
巻
上)
に
〈
未
審
之
辞〉
と
注
し 、
グ

シ
カ
ト

蒔
ヲ
定

ウケ

テイ

ノ

メ
ズ
乏
テ
云
窓d
と
説
き 、
ま
た
『
助
辞
訳
通』
(
巻
上)
に
グ

意
義
大 。
忌
哉

ノ

ャ、

字
卜

相』
近
ク
昧 t
嘆
ノ
怠
ヲ
主
ト

ス
・

其
腕
曲
ノ
意 。
哉
字
ニ
比
ス
レ
パ
較

長
シ 。
又
疑 』
怪
ヲ
帯
ブ
ル
窓
ア
リd
と
述
べ
る
と
乙
ろ
も
注
意
さ
れ
る 。

そ
れ
は
と
も
あ
れ 、
要
す
る
に 、
乙
れ
ら
諸
書
で
は 、
そ
れ
ぞ
れ
の
助
字
の

意
義
の
微
妙
な
差
異
に
つ
い
て
極
力
乙
れ
を
説
乙
う
と
努
め
て
い
る
が 、
そ
れ

が
構
成
す
る
疑
問
文
裂
の
特
色
に
つ
い
て
は
触
れ
る
と
と
ろ
が
な
い
の
で
あ

ヲ令 。
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四

記
録
資
料
に
お
け
る
疑
問
助
字
の
用
法

さ
て 、
平
安
時
代
の
記
録
資
料
に
お
い
て
疑
問
表
現
に
用
い
ら
れ
る
疑
問
助

字
に
は 、
先
に
も
指
摘
し
た
が 、
「
欺」
「
乎」
「
哉」
「
耶」
の
四
字
が
あ
る 。

し
か
し
て 、
そ
の
う
ち 、
「
耶」
字
は
三
代
御
記
中
花
見
出
せ
る
の
み
で 、
他

の一
般
の
公
卿
日

記
に
お
い
て
は
も
っ
ぱ
ら
「
歎」
「
乎」
「
哉」
の
三
字
が
使

用
さ
れ 、
特
に「
歎」
字
の
使
用
度
数
は
著
し
い 。
た
と
え
ば 、
『
御
堂
関
白
記』

で
は
「
歎」
一
七
九
例・
「
乎」
四
例・
「
哉」
二
五
例
の
ご
と
く
で
あ
る 。
今 、

乙
れ
を
平
安
時
代
成
立
の
他
の
類
の
漢
字
表
記
文
献
に
お
け
る
疑
問
助
字
の
使

用
状
況
と
比
較
し
て
み
る
と 、
大
略
次
の
ど
と
き
結
果
が
得
ら
れ
る
在7) 。
す

な
わ
ち 、
歴
史
書
の
類
で
は 、

『
続
日
本
紀』
欺
6
・

乎
お
・

哉
2
・

耶
5

『
日
本
後
紀』
歎
3
・

乎
1
・

哉
1
・

耶
0

『
続
日
本
後
紀』
歎
5
・

乎
日
・

哉
4
・

耶
7

『
文
徳
実
録』
欺
l
・

乎
6
・

哉
2
・

耶
0

『
三
代
実
録』
歎
包
・

乎
ω
・

哉
却
・

耶
1

の
ど
と
く 、
「
歎」
字
多
用
の
傾
向
は
見
出
せ
ず 、
使
用
度
数
は
む
し
ろ
「
乎」



平安時代記録資料における疑問助字の用法について

「
歎」
「
哉」
「
耶」
の
順
序
と
な
り 、
乙
と
に
「
耶」
字
の
使
用
さ
れ
て
い
る

と
乙
ろ
に
特
色
が
求
め
ら
れ
る 。
ま
た 、
伝
記
中 、
往
生
伝
の
類
で
は 、

『
日
本
往
生
極
楽
記』
歎
4
・

乎
叩
・

哉
2
・

耶
1

『
本
朝
法
華
験
記』
歎
日
・

乎
4
・

哉
引で
耶
1

『
拾
遺
往
生
伝』
歎
お
・

乎
日
・

哉
お
・

耶
0

『
後
拾
遺
往
生
伝』
歎
H
・

乎
日
・

哉
日
・

耶
1

『
本
朝
新
修
往
生
伝』
歎
7
・

乎
u
・

哉
2
・

耶
0

な
ど
の
ご
と
く 、
「
乎」
乃
至
「
哉」
字
の
多
用
な
ら
び
に
「
耶」
字
の
使
用

に
そ
の
特
徴
が
見
出
せ
る
の
で
あ
る
韮8) O

結
局 、
公
卿
日

記
の
類
に
お
け
る

疑
問
助
字
の
用
法
は 、
「
歎」
字
使
用
の
度
合
の
著
し
く

高
い
と
と
と
「
耶」
字

の
使
用
が
好
ま
れ
な
い
と
と
と
の
二
点
に
そ
の
特
色
を
求
め
う
る
の
で
あ
る 。

使
用
度
数
の
面
か
ら

記
録
資
料
に
お
け
る
疑
問
助
字
の
特
色
を
求
め
る
と 、

右
の
ど
と
く
に
な
る
が 、
乙
れ
を
さ
ら
に
各
助
字
が
疑
問
文
型
を
構
成
す
る
際

に
果
す
用
法
上
の
相
違
に
注
目
し
て
検
討
を
進
め
て
み
た
い 。
す
な
わ
ち 、
各

疑
問
助
字
と
疑
問
詞
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
観
察
で
あ
る 。

記
録
資
料
に
お
い
て
疑
問
助
字
の
用
法
に
は 、
疑
問
詞
に
伴
っ

て
用
い
ら
れ

る
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
と
が
あ
る 。
疑
問
詞
に
伴
う
用
法
と
は 、

〈
歎〉
人
臣
之
節
劃
如
此
刷 、
(
貞
信
公
記
抄
天
慶二
年
士一
月二日)

〈
乎〉
仰
云 、
以
誰
人
御
唐
植
を
は

奉
取
判
可
問
蔵
人 、
(
殿
暦
際
和五
年
十一

月
五日)

〈
哉〉
廿一
日
何
事
有
制 、
(
後
二
条
師
通
記
寛
治六
年
士一
月
八日)

〈
耶〉
何
以
来
耶 、
(
字
多
天
皇
御
記
仁和
四年
九
月十
七日)

の
ど
と
き
で
あ
り 、
疑
問
詞
に
伴
わ
ず 、
単
独
で
使
用
さ
れ
る
用
法
と
は 、

〈
欺〉
於
陣
有
事
不
候 、
是
不
知
公
事
劇 、
若
行
人
非
其
人
刷 、
為
奇
h
b 、

(
御
堂
関
白
記
長
保二
年正
月一
日)

〈
乎〉
於
当
官
不
御
坐
伝
明 、
(
水
左
記
承
保二
年
九
月十
六日)

〈
哉〉
侍
従
者
猶
可
兼
樹 、
(
権
記
寛弘六年
三
月
四日)

〈
耶〉
而
堂
逮
職
掌
若
不
悦
閥 、
(
字
多
天
皇
御
記寛平
元年
九月十五
日)

の
ど
と
き
が
そ
れ
で
あ
る 。
疑
問
助
字
が
疑
問
詞
K
伴
っ
て
使
用
さ
れ
る
か
否

か
と
い
う 、
か
か
る
観
点
か
ら 、
三
代
御
記
以
下一
二
種
の
記
録
資
料
に
お
け

る
各
助
字
の
用
法
を
調
査・
整
理
す
る
と 、
左
の一
覧
表
の
ど
と
く
に
な
る 。

殿 長 水 師後 権 A亙
制u主

J 小 九自.Q村阜醍皇字

先秋 左 辺二 関日 右 守以 御上御翻御多

暦 記 記 記条 記 記 記 暦 記 記天記天記天

6 1 3(1) 2 (1) l 1 1 歎 疑
問

35 55 17 29 41 3 107 3 23 8 4 4 乎 詞
IC 

35 322 76 65 49 17 20 4 3 哉
伴
つ

用
1 耶 法

575 1318233 569 231 178 1158 70 13 42 8 3 歎 疑

詞
問

乎l 6 3 6 13 1 92 11 7 6 2 lζ 

伴
1 21 11 40 13 8 13 7 2 哉 わ

ぬ
用

1 耶 法
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右
の
表
か
ら
観
取
し
う
る
傾
向
は 、
お
お
よ
そ
次
の
ご
と
く
に
ま
と
め
る
と

と
が
で
き
る 。
す
な
わ
ち 、

「
欺」
字
は 、
も
っ
ぱ
ら
単
独
で
用
い
ら
れ 、
疑
問
詞
に
伴
う
用
法
は
き
わ

め
て
稀
で
あ
る
在9) 。
こ
れ
に
対
し
て 、
疑
問
詞
に
伴
う
助
字
と
し
て
は 、

「
乎」
「
哉」
な
ど
が
使
わ
れ
る 。

調
査
対
象
と
し
た
資
料
の
諸
用
例
の
う
ち 、
「
歎」
字
が
疑
問
詞
と
と
も
に
使

用
さ
れ
た
全一
四
例
中
の
二
例
は 、

朝
経
朝
臣
来
仰
云 、
可
有
貸
本
家
人 、

誰
人
鰍
可
給
者 、
(
御
堂
関
白
記

長
和二
年
四
月
十三
日)

頭
中
将
雅
俊
誰
礼
歎

侍ヘ
ル 、

内
大
臣
以
下
称
名 、
(
後
二
条
師
通
記
寛治二

年
十二
月二
十一
日)

の
ご
と
き
例
で 、
乙
れ
ら
は
恐
ら
く
国
語
の
係
助
詞
「
か」
を
「
歎」
字
に
よ

っ
て
表
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う 。
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て 、
す
で
に
こ
に
お
い
て

整
理
し
た
記
録
資
料
の
疑
問
表
現
形
式
を
参
看
し
た
上
で 、
右
の
事
実
か
ら
立

論
し
う
る
ζ
と
は 、

付
「
乎」
「
哉」
両
字
は 、
質
問・
疑
惑・
反
語
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
を
通
じ

て
広
く
使
用
さ
れ
る 。
た
だ
し 、
両
字
が
単
独
で
疑
惑
表
現
の
機
能
を
担

当
す
る
と
と
は 、
比
較
的
少
な
い 。

己
「
歎」
字
は 、

質
問
表
現
中
の
「
選
択
要
求」
「
判
定
要
求」 、
疑
惑
表

現
の
機
能
を
も
っ
ぱ
ら
担
当
す
る 。

と
い
う
こ
点
で
あ
る 。
質
問
表
現
中 、
特
に
選
択
要
求・
判
定
要
求
は 、
回
答

者
の
判
断
に
す
べ
て
を
依
存
す
る
説
明
要
求
と
異
な
っ
て 、
発
話
者
が
あ
ら
か

じ
め一
定
の
判
断
を
用
意
す
る
質
問
形
式
で
あ
っ
て 、
い
わ
ば 、
自
身
が
疑
わ

し
く

思
う
と
と
ろ
を
確
認
す
る
た
め
の
表
現
形
式
で
あ
る
と
い
う
点
で 、
む
し

ろ
疑
惑
表
現
に
相
通
ず
る一
面
を
有
す
る
と
見
る
仁
と
が
で
き
る 。
し
か
し

て 、
「
歎」
字
の
主
た
る
用
法
が
そ
の
よ
う
な
選
択
要
求・
判
定
要
求
な
ら
び

に
疑
惑
表
現
に
あ
り
と
す
れ
ば 、
そ
れ
は 、
当
該
字
に

表
現
主
体
が
心
中
に
懐
く

疑
惑
の
念
を
表
出
す
る

と
い
う
機
能
が
そ
の
基
幹
と
し
て
存
す
る
乙
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
思
わ
れ

ブ匂 。
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五

記
録
資
料
に
お
け
る
「
欺
」

字
の
用
法

記
録
資
料
に
使
用
さ
れ
る
「
欺」
「
乎」
「
哉」
三
種
の
疑
問
助
字
の
う
ち 、

特
に
「
欺」
字
は 、
使
用
度
数
の
面
か
ら
だ
け
で
な
く 、

記
録
語
文
の
文
体
を

論
ず
る
上
で
重
要
な
意
義
を
有
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で 、
次
に 、
ζ
の
「
欺」

字
の
用
法
に
論
点
を
し
ぼ
っ
て
検
討
を
進
め
た
い 。

先
に
立
論
し
た
ど
と
く 、
「
歎」
字
は 、
公
期
日
記
な
ど
に
お
い
て
は
疑
問

表
現
中
の
「
選
択
要
求」
「
判
定
要
求」 、
ま
た
疑
惑
表
現
の
用
法
で
使
用
さ
れ

て
い
る
と
見
ら
れ
る 。

(
選
択
要
求)
相
府
命
云 、
件
貢
挙
牒
若
可
令
奏
欺 、
将
可
送
歎
者 、
令
申

可
被
奏
由
了 、
八
小
右
記
長和三
年
十
月二
十七日)

(
判
定
要
求)
余
問
云 、
尊
中
宮
為
皇
后 、
以
女
御
可
為
中
宮
欺 、
云 、
只

可
為
皇
后
者 、
問
云 、
御
名
城
子
劇 、
云 、
然
也
者 、
(
小
右
記
長和
元年四
月

二
十七日)

(
疑
惑)
廻
思
慮 、
自
四
番
有
必
右
勝
敗 、
(
小
右
記
長和二
年七
月一
干九日)

そ
の
う
ち 、
ζ
と
に
疑
惑
表
現
に
つ
い
て
は 、
〈
会
話
文〉
に
相
当
す
る
文
章

に
使
用
さ
れ
て 、
そ
の
談
話
の
な
か
で
発
話
者
が
疑
惑
の
念
を
表
明
す
る
場
合

と 、
〈
地
の
文〉
に
相
当
す
る
文
章
中
に
用
い
ら
れ
て 、
執
筆
者
が
自
身
の
疑
惑

の
思
い
を
表
出
す
る
場
合
と
を
区
別
す
る
ζ
と
が
で
き
る 。
し
か
し
て 、
「
歎」

字
は
い
ず
れ
の
場
合
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る 。



平安時代記録資料における疑問助字の用法について

〈
会
話
文〉
予
答
云 、
猶
復
座
更
降
被
奏
宜
欺 、
の
復
座 、
(
小
右
記
長
和三
年

正
月七
日)

答
云 、

而
令
勘
申
日
時
之
目 、
忘
却
不
令
奏
此
旨
也 、
以
後
日
可
被
行

歎
者 、
(
権
記
長
保二
年
七
月一
日)

頭
為一
房
来
云 、
大
衆
議
文
持
来 、
の
開
見 、
大
略
呪
阻
鉢
欺 、
(
殿
暦天
仁

元年
三
月二
十
九日)

〈
地
の
文〉
私
案 、
四
七
日
当
五
月一
目 、
而
今
日
被
行 、
被
忌
朔
日
欺 、

(
貞
信
公
記
抄
延
長三
年
四
月二
十
九日)

然
而
此
大
夫
自
本
相
語
者
也 、
の
所
為
欺 、
(
九
暦
抄
天
磨三
年三
E
百)

狂
乱
欺 、
有
神
谷
欺 、

有
天
謎
欺 、

可
謂
至
愚
者
也 、
(
小
右
記
長
和
元年

四
月二
十七
日)

さ
て 、
既
述
の
と
と
ろ
で
は 、
「
歎」
字
の
疑
惑
表
現
の
用
法
を一
括
し
て

取
り
扱
っ
て
来
た
が 、
と
れ
を
さ
ら
に
子
細
に
検
討
す
る
と 、
大
略 、
〈
懐
疑〉

〈
推
測〉
〈
断
定
保
留〉
の
三
類
の
用
法
を
類
別
す
る
乙
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ

zv 。
殿
下
偏
可
不
申
恩
食
事
欺 、
極
不
心
得
云
々 、

十
月六日
裏
書)

若
仙
院
仰
事
欺 、
不
審
也 、
(
後
二
条
師
通
記
究
治
四
年
十二
月二
十日)

其
火
太
近 、
当
坤
方 、

所
疑
束
三
条
院
欺 、
(
小
右
記
長
和二
年正
月
十六日)

タ
講
可
無
出
居
欺 、
可
尋
見
前
例 、
(
小
右
記
寛
弘二
年
八
月
十四日〉

退
案
此
事 、
尚
於
転
任
可
載
除
目
欺 、
可
勘
見
(
長
秋
記
大治
四
年二
月
十六

日)

乙
れ
ら
は 、
い
ず
れ
も
発
話
者
乃
至
執
筆
者
が
心
中
に
懐
い
た
疑
念
を
表
明
し

た
〈
懐
疑〉
の
用
法
と
見
る
べ
き
用
例
で
あ
っ
て 、
ζ
の
と
と
は 、
同
文
中
に

叙
述
さ
れ
た
「
極
不
心
得」
「
不
審
也」
「
所
疑」
「
可
尋
見
前
例」
「
可
勘
見」

(
後
二
条
師
通
記
寛治
四
年

な
ど
の
執
筆
者
の
見
解
に
よ
っ
て
も
窺
い
知
る
乙
と
が
で
き
る 。

推
之 、
国
家
可
慎
御
歎 、
〈
権
記
覚弘
八
年五
月
九日)

恐
如
此
有
発
心
輩
欺 、
(
長
秋
記
大治
四
年七
月
十六日)

蓋
依
憶
親
之
義
欺 、
(
小
右
記
長
徳
元年正
月二
日)

右
の
諸
例
は 、
「
推
之」
「
恐」
「
蓋」
な
ど 、
推
量
表
現
に
用
い
ら
れ
る
と
見

る
べ
き
用
語
の
存
在
か
ら 、
発
話
者
乃
至
執
筆
者
が
現
前
に
生
じ
た
事
態
に
対

し
て
〈
推
測〉
的
に
そ
の
見
解
を
表
明
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う 。

可
加
寄
香
椎
廟
内
大
臣
封
廿
五
戸
事 、
定
申
云 、
可
被
加
寄
歎
者 、
(
小
右

記
長
徳三
年
六
月
十三
日)

仰
云下
得
業
僧
等
無
用 、
只
僧
綱・
巳

差別
来
宜
欺 、
今
又
不
関 、
後
日

来
可
告 、
(
御
堂
関
白
記
克
弘三
年七
月
十四日)

又
帖
引
重
事 、
仰
云 、
以
座
上
重
上
事
也 、
然
者
昨
日
重
様
頗
違
例
欺 、

(
長
秋
記
元
永二
年五
月
十五
日)

乙
れ
ら
の
例
は 、
「
定
申一玄」
「
仰
云
(
宜
歎)」
な
ど
の
用
語
や
断
定
す
べ
き

根
拠
の
提
示
な
ど
か
ら 、
当
然
断
定
的
表
現
が
期
待
さ
れ
て
よ
い
場
面
の
文
章

に
「
歎」
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
例
で
あ
っ
て 、
断
定
の
留
保
も
し
く
は
腕
曲

的
断
定
の
場
合
と
見
て
さ
し
っ
か
え
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る 。

ー』
，、

「
欺」
字
の
訓
法

と
こ
ろ
で 、
記
録
資
料
κ
お
い
て
か
く
の
ど
と
く
に
使
用
さ
れ
て
い
る
「
歎」

字
は 、
い
か
に
訓
ぜ
ら
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か 。

ま
ず 、
古
辞
書
に
拠っ
て
そ
の
字
訓
を
勘
案
し
て
み
る
に 、
観
智
院
本
『
類

取水
名
義
抄』 、
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄』
で
は 、
「
欺」
「
乎」
「
哉」
三
字
に
そ

れ
ぞ
れ
次
の
ど
と
き
和
訓
が
集
録
さ
れ
て
い
る 。

〈闘相
類
家
名
義
抄〉
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O
歎
一qfdr
戸市
ト
品川
ト
慎
一時かム・
又
去
上

抽出
同
(
僧
中、
四
四)

O
乎
?宋コ
(仏上、
八一
)

O乎押坤
-rヵ
(仏
上、
八一ニ)

O
殻
哉壮一時
中耕一凱
トハ
γ
ム・
7
7
ヒ
タ
(
僧
中、
四一
)

〈
弓
色
葉
字
類
抄〉

O
歎
ヨ・
カ
(
前
田
家
本、
加、
辞
字)

O
冶
M
L持
者
反

附
引蹴当
皮ニ
反
哉
耶
刻
一一
一概
乎

(
黒
川
家
本、
也、
辞
字)

す
な
わ
ち、
『
類
表
名
義
抄』
に
は、
「
歎」

字
に
「
カ」
の一
訓
が、
「
乎」

字
に
「
カ
・
カ
ナ・
ヤ」
の
三
訓
が、
「
哉」

字
に
「
ヤ
・
カ
ナ」
の
二
訓
が

助
字
の
字
訓
と
し
て
掲
出
さ
れ
て
い
る。

ま
た、
『
色
葉
字
類
抄』
で
は、

漢

字
表
記
に
際
し
て
助
詞
「
か」
は
「
歎」
字
で、
助
詞
「
や」
は
「
哉」
「
耶」

「
乎」
字
で
記
す
べ
き
ζ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る。
結
局、
右
の
と

乙
ろ
か
ら、
「
歎」
字
に
は
「
カ」
の
和
訓
が
定
着
し
て
お
り、
少
く
と
も
「
歎」

字
は
「
ヤ」
の
和
訓
で
訓
ず
べ
き
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
と
が
推
測
さ
れ

る
の
で
あ
る。

現
存
す
る
変
体
漢
文
の
加
点
資
料
に
見
え
る
訓
点
に
つ
い
て
調
査
し
て
も、

と
の
推
論
は
立
証
で
き
る
よ
う
で
あ
る。
そ
れ
ら
の
資
料
に
お
い
て
「
歎」
字

に
和
訓
の
施
さ
れ
た
例
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
が、
什
訓
乃
至
加
点
の
実
例
に

つ
い
て
は
(
用
例
中、
片
仮
名
は
傍
訓、
平
仮
名
は
乎
古
止
点)、

タナヒタ

伺カルトイハ

O
所
謂
千
人ノ
抱一一
品一ハ
緊
倶ェ
彫

パ一戸
宮一
乙
-ザ町、(
患
将
門
記、

九
オ2)

O
而ルエ
今
在リ
此ノ
似セ
匙ハタ
以
部ョゥ
飢
定テ
処セム
込
山仰
向臥、
(輔柚
古
往
来)

キヤウテイ
に

に

O
但
行

程
境
遥

音
信
難
辺
共
不レ
知-一
子
細-
者
互
難レ
処エ
罪
科-
敗、

(柑
岡

御
成
敗
式
目 、
一
八
ウ
5)

な
ど
の
ど
と
く、
す
べ
て
助
詞
「
か」
で
あ
っ
て、
助
詞
「
や」
を
付
訓
し
た

例
は
管
見
に
は
入
ら
な
い。

記
録
資
料
に
使
用
さ
れ
た
「
欺」
字
が
助
詞
「
か」
に
よ
っ
て
訓
ぜ
ら
る
べ

き
ζ
と
は、
記
録
資
料
内
部
の
徴
証
に
基
づ
い
て
も
ま
た
推
測
で
き
る。
す
な

わ
ち、
記
録
語
文
は、
一
般
に
変
体
漢
文
と
称
さ
れ
る
漢
字
専
用
表
記
の
文
章

に
よ
っ
て
記
さ
れ
る
の
が
辺
常
で
あ
る
が、
会
話
文
な
ど
を
中
心
に、
時
に
仮

名
表
記
を
混
じ、
後
出
の
資
料
ほ
ど
そ
の
傾
向
が
著
し
く
な
る
在
日。

そ
の

よ
う
な
仮
名
表
記
の
部
分
を
調
査
す
る
と、

疑
問
表
現
中、
「
欺」

字
が
本
来

使
用
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
個
所
に
助
詞
「
か」
が
現
わ

れ
る
の
で
あ
る。
乙
れ
は、
会
話・
心
中
思
惟・
地
の
い
ず
れ
の
文
に
も
見
出

せ
る
の
で
あ
る。
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(街)

〈
会
話
文〉
褒
頭
法
師
五
六
人
出
立
云、
ミ
乙
』
ハ
檀
那
院
そ、
下
馬
所
そ、

大
臣
公
卿
波

物
故は
知
良ぬ
初
と

云
々 、
(
小
右
記
長和
元年五
月一
干四日)

〈
心
中
文〉
大
外
記
師
速
か
と
思
テ
召
前
回、
六
位
外
記
広
俊
持
来、
(
殿
暦

康和
四
年正
月二
日)

〈
地
の
文〉
一
昨
日
忠
康
来、
告
其
由、
大
略
頗
か
く
さ
る
h
州、
不
得
心、

(
殿
暦
長
治二
年
九
月二
十六日)

右
の
用
例
の
う
ち、
特
に
地
の
文
の
そ
れ
は
「
大
略

か」
の
文
型
の
も
の
で

あ
る
が、
こ
れ
は一
方
に
同一
資
料
中、
漢
字
表
記
で、

大
略
猪
去
八
月
比
御
病
気
令
御
坐
給
欺 、
(
殿
暦
長
治二
年
十
月一
日)

な
ど
の
ど
と
く、
「
歎」
字
を
使
用
し
た
用
例
が
あ
り、

し
か
も、

同
資
料
で

は
か
か
る
文
型
に
す
べ
て
「
欺」
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て、
か
く

の
ご
と
き
点
か
ら
し
で
も
右
の
推
測
は一
一回
確
実
に
な
る
と
思
う
の
で
あ
る。

以
上
の
と
乙
ろ
を
総
合
す
る
と、

記
録
資
料
に
お
い
て
は、
疑
問
の
怠
を
表
わ
す
助
詞
「
か」
を
漢
字
表
記

す
る
の
に
「
歎」
字
を
使
用
す
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た。



と
い
う
立
論
が
可
能
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る。
先
に
指
摘
し
た、
係
助
詞「
か」

の
「
歎」
字
に
よ
る
漢
字
表
記
の
事
例
も、
そ
の一
つ
の
現
わ
れ
で
あ
ろ
う
と

考
え
ら
れ
る。
と
の
推
論
が
承
認
さ
れ
る
な
ら
ば、
記
録
語
文
に
お
い
て
は、

質
問
表
現
中
の
選
択
要
求
お
よ
び
判
定
要
求
に、
ま
た
疑
惑
表
現
に、
そ
の
文

末
に
終
助
詞
「
か」
を
単
独
に
用
い
る
文
型
の
も
の
が、
会
話
文・
心
中
文・

地
の
文
を、
通
じ
て
き
わ
め
て
盛
ん
に
使
用
さ
れ
た
と
い
う
ζ
と
に
な
る。

七

記
録
資
料
に
お
け
る
「
歎
」

字
の
用
法
の
特
色

平安時代記録資料における疑問助字の用法について

と
こ
ろ
で、
か
く
の
ご
と
き、
文
末
に
終
助
詞
「
か」
を
用
い
て
構
成
す
る

疑
問
表
現
形
式
は、
平
安
時
代
の
国
語
文
に
あ
っ
て
は
い
か
な
る
場
合
に
使
用

さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か。
次
に、
記
録
語
文
以
外
の
国
語
文
に
お
け
る、
そ

の
用
法
を
見
渡
す
た
め
に、
仮
名
文
学
語
文
お
よ
び
漢
文
訓
読
語
文
に
お
け
る、

疑
問
の
意
を
表
わ
す
助
詞
「
か」
の
用
法
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
る。

仮
名
文
学
語
文
の
文
章
は
文
体
的
に
は
和
文
と
称
さ
れ
る
が、
か
か
る
和
文

の
疑
問
表
現
に
お
い
て
疑
問
詞
に
伴
っ
て
用
い
ら
れ
る
助
詞
が
も
っ
ぱ
ら
係
助

詞
「
か」
で
あ
る
乙
と
は、

広
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
在日)。
と

の
よ
う
な
用
法
に
比
し
て、
同
じ
く
助
詞
「
か」
が
単
独
で、
し
か
も
終
助
詞

と
し
て
文
末
に
用
い
ら
れ
る
場
合
は、
き
わ
め
て
少
な
い
の
で
あ
っ
て、
そ
れ

も
会
話
文
乃
至
心
中
文
ま
た
は
和
歌
に
限
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る。
今、『
源

氏
物
語』
を
例
に
と
る
に
在
担、

〈
会
話
文〉
(
質
問)
な
に
事
ぞ
や。
わ
ら
は
べ
と
は
ら
だ
ち
給
へ
る
か
と

み
あ
げ
た
る
に、
(
若
紫)

(
疑
惑)
ま
と
と
に
か
し
づ
く
べ
き
心
あ
る
か
と
人
の
い
ひ
な
す
も
ね
た

し。
(
常
夏)

(
反
語)
か
し
は
木
に
棄
も
り
の
神
は
ま
さ
ず
と
も
人
な
ら
す
べ
き
や
ど
の

し
づ
え
か。
(
柏
木)

〈
心
中
文〉
(
疑
惑)
ぬ
ぎ
か
け
給
ふ
色
、々
秋
の
錦
を
風
の
吹
き
お
ほ
ふ

か
と
見
ゆ
(
松
風)

の
ど
と
き
例
の
み
で、
疑
惑
表
現
と
し
て
地
の
文
に
用
い
た
確
例
は
見
出
し
が

た
い。
地
の
文
の
疑
惑
表
現
に
は、
〈
疑
問
詞
〉
乃
至
〈
疑
問
詞・:
か
:〉

の
他
に
は、

O
さ
き
の
世
に
も
御
ち
ぎ
り
判
ふ
か
か
り
け
む、
ょ
に
な
く
き
よ
ら
な
る、

た
ま
の
を
の
と
み
こ
さ
へ
う
ま
れ
給
ひ
ぬ。
(
桐
壷)

O
や
が
て、
本
に
と
お
ぼ
す
に
刊、
て
な
ら
ひ
・
ゑ
な
ど、
さ
ま
ざ
ま
に
書

き
つ
\
み
せ
た
て
ま
つ
り
給
ふ。
(
若
紫)

な
ど
の
ご
と
き、
係
助
詞
「
や」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
文
型
が
も
っ
ぱ
ら
使

用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る。
記
録
資
料
に
お
い
て
乙
れ
に
相
当
す
る
疑
惑
表
現

は、
文
末
に
「
歎」
字
を
単
独
で
使
用
す
る
そ
れ
で
あ
ろ
う。

漢
文
の
訓
読
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
漢
文
訓
読
語
文
に
お
い
て
も、
訓
読
語
文

特
有
の
疑
問
表
現
の
文
型
は
存
す
る
が(
注目)、

終
助
詞
「
か」
を
単
独
に
使

用
す
る
疑
問
表
現
の
文
型
は、
主
に
会
話
文
乃
至
心
中
文
に
現
わ
れ
る
よ
う
で

あ
る。〈

会
話
文〉(
質
問)
問

云
何
を
か
聞
と
(
い
ふ
と)
い
は
為
(
し)
以
人

の
間
か、

為
(
し)
根
の
か、
為
(
し)
識
の
か、
為
(
し)
塵
の
聞
か

〔
耶〕。
(
法
華
義
疏
序
品
初、
長
保
四
年
点)

(
疑
惑)
自
の
先
に
得
た
る
智
は、
為
シ円廷
は
果
法
か、
為
シ目え
は
図
道
か

(
と)
の
た
ま
ふ、
(
法
華
経
玄
賛
巻
第
三、
淳
祐
古
点)

dH

カリ
ヤ
てハセカ

〈
心
中
文〉
(
疑
惑)

火
の
災
有
(
る)
カ
と
疑
テ
猟
を
罷
メ
而
返
ヘ
ル。

(
大
唐
西
域
記
巻
第
三、
長
寛
元
年
点)

地
の
文
に
お
け
る
確
例
と
見
る
べ
き
も
の
は、
調
査
対
象
と
し
た
『
地
蔵
十
輪
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経
元
箆
七
年
点』
『
法
華
経
玄
賛
淳
祐
古
点』
『
法
華
義
疏
長
保
四
年
点』
『
大

唐
西
域
記
長
寛
元
年
点
』

の
四
資
料
在
日り
に
は 、

《もの》
HH

O
有
l

道
の
速
に
ど
フ
(
て)

無l
為
に
属
(
す
る)

者

歎 。
(
大
唐
西
域
記

巻
第

て

長
寛
元
年
点)

の
一

例
を
求
め
う
る
の
み
で 、

し
か
も 、

乙
れ
は
原
漢
文
に
存
す
る
表
現
形
式

で
あ
る 。

記
録
資
料
に
頻
出
す
る
「
歎
」

字
の
用
法
は 、

漢
文
に
お
け
る 、

か

か
る
用
法
が
素
地
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う 。
し
か
し
て 、

ζ
の
よ
う
な
「
歎」

字
の
用
法
が
漢
文
に
お
け
る
地
の
文
相
当
の
部
分
に
さ
し
て
多
く

現
わ
れ
な
い

と
い
う
こ
と
は
韮
盟 、

そ
の
よ
う
な
部
分
が
単
に
事
件・

事
態
の
叙
述
に
止
ま

り 、

い
わ
ば
表
現
主
体
の
感
懐
を
表
明
す
る
が
ど
と
き
内
容
の
文
を
含
む
乙
と

の
少
な
い
と
こ
ろ
に 、

そ
の
原
因
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

恩
わ
れ
る 。

『
大
唐

西
域
記
』

の
序
花
見
え
る 、
右
の
一

例
は 、
表
現
形
態
の
上
で
は
地
の
文
相
当
の

文
章
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も 、

内
容
的
に
は
表
現
主

体
の
感
懐
の
表
明
と
認
め
ら
れ
る
文
章
を
多
く

含
み
持
つ

、

序
文
と
い
う
文
章

の
性
格
の
特
殊
性
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う 。

公
卿
日
記
な
ど 、

記
録
資
料

の
文
章
に
お
け
る
地
の
文
に 、

か
く
の
ご
と
き
用
法
の
「
歎
」

字
が
頻
出
す
る

の
は 、

乙
の
種
の
文
章
に
お
け
る
地
の
文
に
は 、

た
だ
単
な
る
事
件
・

事
態
の

記
述
の
み
で
な
く 、

往
々
K 、

そ
れ
ら
に
対
す
る
執
筆
者
の
感
懐
の
表
明
と
見

る
べ
き
叙
述
の
存
す
る
故
と
思
わ
れ
る

。

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て 、

終
助
詞
「
か
」

を
単
独
に
使
用
す
る
文
型
は 、

概
し
て
い
え
ば 、

和
文
お
よ
び
漢
文
訓
読
文
と
も
に 、

地
の
文
の
疑
惑
表
現
に

は
通
例
ほ
と
ん
ど
現
わ
れ
な
い
と
い
う
と
と
が
で
き
る

。

と
す
れ
ば 、

か
く
の

ご
と
き
文
型
を
地
の
文
に
使
用
す
る
の
は 、

記
録
語
文
に
特
徴
的
な
用
法
と
い

う
乙
と
に
な
ろ
う 。

右
の
立
論
が
認
容
さ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば 、

後
代
の
言
語
資
料
に
か
か
る
語

法
の
存
す
る
場
合 、

と
れ
を
論
拠
の
一
つ
と
し
て
指
摘
す
る
と
と
に
よ
っ
て 、

そ
れ
ら
の
資
料
が
か
か
る
記
録
語
文
の
影
響
の
も
と
に
あ
る
こ
と
を
論
及
す
る

と
と
は 、

許
さ
れ
る
も
の
と
恩
わ
れ
る 。

か
く
し
て 、

平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌

倉
時
代
に
か
け
て
の
成
立
と
認
む
べ
き
諸
資
料
を
調
査
し
て
い
く
と 、

右
に
論

述
し
て
来
た
ど
と
き
語
法
は(
注
凶) 、

O
船
に
は
捌
と
て
あ
る
な
る
べ
し 。

そ
れ
う
た
ぬ

小
舟
を
云
鰍 。
(
隆
源
口

伝)O
や
ま
ぶ
き
歌
に
つ
き
て
是
を
い
は 、

同
じ
病
か 。
(
俊
頼
髄
脳)

O
又
歌
に
詞
病
と
云
事
あ
り 。

但 、

古
髄
脳
に
は
み
え
ず 。

近
代
出
来
事

か 。
(
奥
儀
抄 、

上)

O
予
案レ
之 、

此
始
男
云
ハ

、

如レ
集
者
仲
平
也 。

御
息
所
ハ
七
条
后
也 。

若

仲
平
ヲ
者
誤
歎 。
(
袋
草
紙 、

上)

か
は
ら
む
物
か
と
よ
み
た
る
は
人
を
お
も
ふ
事
の
か
は
る
ま
じ
き
か 、

不

審
也 。
(
袋
草
紙 、

下)

な
ど
の
よ
う
な
歌
論
替
の
文
章 、

ま
た 、

O
乙
れ
は
三
月
十
五
夜
の
事
也 。

九
月
十
三
夜
に
詠
ぜ
ら
れ
け
る 、

い
か
に

と
お
ぼ
ゆ 。

但
念
仏
の
儀
ば
か
り
に
と
り
よ
れ
る
に
や 。

古
人
之
所
作 、

仰

而
可
信
歎 。
(
古
今
著
聞
築 、

巻
四
・

文
学)

な
ど
の
よ
う
な
説
話
集
の
文
章 、

さ
ら
に 、

O
四
海
風
波
の
恐
れ
な
く 、

夫
末
代
の
流
に
及
で 、

人
審
て
は
朝
威
を
蔑
如

し 、

民
武
し
て
は
野
心
を
拝
む 。

能
用
意
あ
る
べ
き
か 。
(
平
治
物
語 、

上)

O
抑
天
台
衆
徒
平
家
K
同
心
刷 、

源
氏
に
与
力
則 。
(
平
家
物
語 、

巻
七
・

木
曲目
山
門
牒
状)

な
ど 、

軍
記
物
語
の
文
章
の
な
か
に
見
出
す
と
と
が
で
き
る
の
で
あ
る 。

し
か

し
て 、

歌
論
舎
の
文
章
に
は 、

時
に
変
体
漢
文
を
混
え
る
と
と
が
あ
り 、

説
話
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平安時代記録資料における疑問助字の用法について

作
品
の
な
か
で
も 、
『
古
今
著
聞
集』

は
そ
の
典
拠
を
多
く
古
記
録
に
求
め
て

い
る 。
『
平
家
物
語
』

の
当
該
例
は
文
書
引
用
の
場
合
で
あ
る
が 、

か
よ
う
な

古
文
書
類
に
は 、

詳
細
な
調
査
は
行
な
う
に
至
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
も 、

た
と

え
ば 、O

礼
義
之
郷 、

君
子
之
国 、

蓋
為
此
刷 、
(
藤
原
葛
野
麻
呂
啓
状
延
暦
二
十
三
年

十
月
十
三
日)

O
其
不
善
之
漸 、

遂
及
子
殺
害
国
使
欺 、
(
大
和
国
司
解
長
保
元
年
八
月
二
十
七
日)

O
事
実
者
不
穏
便
事
欺 、
(
源
頼
朝
下
文
元
暦
元
年
七
月
二
日)

の
ど
と
き
「
鰍
」

字
の
用
法
は
か
な
り
行
な
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る

韮
立
。

し
た
が
っ
て 、

右
の
ご
と
き
諸
資
料
の
地
の
文
の
疑
惑
表
現
に
終
助
詞
「
か
」

を
単
独
に
使
用
す
る
文
型
の
見
出
せ
る
と
と
は 、

故
な
し
と
し
な
い
の
で
あ

ヲ@ 。

J\ 

結
語

と
の
稿
に
お
い
て
は 、

平
安
時
代
記
録
資
料
に
お
け
る
疑
問
助
字
の
用
法
を

取
り
上
げ
て
考
察
を
試
み
た 。

そ
の
結
果 、

と
れ
ら
の
資
料
に
は
疑
問
助
字
と

し
て
「
歎
」
「
乎
」
「
哉
」

お
よ
び
時
に
「
耶」
の
四
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が 、

常
用
さ
れ
る
の
は
上
三
字
で
あ
り 、

こ
と
に
「
歎」

字
は
同
時
代
の
他
の
種
の

漢
字
表
記
文
献
に
比
較
し
て
著
し
く

使
用
度
数
の
高
い
こ
と
が
知
ら
れ
た

。

と

と
も
に 、
「
歎
」

字
は
質
問
表
現
中
の

「
選
択
要
求」
「
判
定
要
求」 、

疑
惑
表

現
の
機
能
を
担
当
し 、

特
に
そ
れ
が
疑
惑
表
現
の
機
能
を
以
て
単
独
で
文
末
に

使
用
さ
れ
る
用
法
は
記
録
語
文
に
特
徴
的
な
用
法
で
あ
ろ
う
こ

と
を
立
論
し

た
。

鎌
倉
時
代
以
降
顕
著
な
発
達
を
見 、

そ
の
文
体
的
地
歩
を
確
立
し
た
和
漢
混

清
文
に
つ
い
て
は 、

種
々
の
角
度
か
ら
そ
の
文
体
の
源
流
が
究
明
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が 、

か
か
る
文
体
に
よ
っ
て
書
記
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
言
語
資
料

に 、

記
録
語
文
に
特
徴
的
な
「
歎」

字
の
用
法
が
散
見
す
る
乙
と
は 、

和
漢
混

清
文
に
与
え
た
記
録
語
文
の
影
響
を
論
ず
る
際
の
一
つ
の
論
拠
に
な
ろ
う
か
と

思
う
の
で
あ
る 。

〔
注
記〕

l

拙
稿
「
平
安
時
代
記
録
資
料
に
お
け
る
「
而」

字
の
用
法
に
つ
い
て
」

(
『
国
語
学』

六
二
)

2

白
藤
礼
幸
氏
「
上
代
漢
字
文
疑
問
助
辞
考

|
乎・
哉・
耶・
歎
に
つ
い
て
|」

(
『
国
語
学』

六
八)

3

疑
問
表
現
に
つ
い
て
は 、

左
の
論
文
が
き
わ
め
て
有
益
で
あ
っ
た 。

阪
倉
篤
義
博
士
「
文
法
史
に
つ
い
て
l

疑
問
表
現
の
変
遷
を一
例
と
し
て
l」

(
『
国
語
と
国
文
学』

昭
和
三
十
五
年
十
月)

4

『
三
代
御
記
』
は
「糊
史
料
大
成」 、
『
貞
信
公
記
』
『
九
磨』
『
小
右
記
』
『
御

堂
関
白
記
』
『
後
二
条
師
通
記
』
『
殿
暦』
は
「
大
日
本
古
記
録」 、
『
権
記』

『
水
左
記
』
『
長
秋
記
』

は
「
史
料
大
成
」

の
本
文
に
拠
っ
た

。

5

『
長
秋
記
』

に
は
「
歎
」

字
が
疑
問
詞
に
伴
っ
て
反
語
表
現
に
使
用
さ

れ
た
例
が
存
ず
る
け
れ
ど
も 、

記
録
資
料
に
お
い
て
は
き
わ
め
て
数
少
な

い
例
と
恩
わ
れ
る 。

な
お 、

か
か
る
例
は
『
日
本
霊
異
記
』
『
拾
遺
往
生

伝
』

な
ど
に
は
見
出
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る 。

6

楊
樹
逮
『
詞
詮
』

で
は 、

な
お
別
に
〈
擬
議〉

を
立
て
る 。

7

『
続
日
本
紀』
『
日
本
後
紀』
『
続
日
本
後
紀』
『
文
徳
実
録』
『
=一
代
実

録』

は
「輔相
国
史
大
系」 、
『
日
本
往
生
極
楽
記』
は
「
群
書
類
従」 、
『
本

朝
法
華
験
記
』
『
拾
遺
往
生
伝』
『
後
拾
遺
往
生
伝』
『
本
朝
新
修
往
生
伝
』

は
「
続
群
書
類
従」

の
本
文
に
拠
っ
た 。

『
日
本
霊
異
記
』

の
相場
合
は 、

い
さ
さ
か
事
情
を
異
に
し 、

そ
の
使
用
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度
数
は 、

耶
犯
・

乎
9
・

鍬
7
・

哉
4 、

で
あ
っ
て 、

白
藤
氏
の
説
か
れ

る
グ「

耶」

の
相H
(
内
典
系
の
上
代
漢
文)

の
傾
向
を
示
し
て
い
る 。

9

海
彼
の
文
献
で
も 、
「
奥」
{
子
は 、

疑
問
詞
に
伴
わ
ず
単
独
で
用
い

ら

れ
る
場
合
が
多
い
け
れ
ど
も 、

し
か
し
な
お 、

た
と
え
ば
『
文
選』

で
は 、

「
興」

字
二
十
六
例
中
六
例 、
「
歎」

字
十
三
例
中
三
例(
「
執
輿」
「
誰
輿)

な
ど
は
含
ま
な
い)

は
疑
問
認
に
伴
う
用
法
の
も
の
で
あ
る 。

日

築
島
裕
博
士
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究』

ぺ
九五
O o

u

注
記
3
に
同
じ 。

ロ
「
日
本
古
典
文
学
大
系」

の
本
文
に
拠
る o

u

注
記
叩
文
献
ぺ
七
五
一

。

日

た
と
え
ば 、

森
本
角
蔵
氏
『
凹
立
回
紫
引
』

に
拠
る
と 、
「
奥」

字
が

地

の
文
中
で
疑
惑
表
現
に
用
い
ら
れ
た
例
は 、
『
中
庸』
『
論
語』

に
そ
れ
ぞ

れ
一

例
を
見
出
し
う
る
の
み
で
あ
っ
て 、

そ
れ
も 、

と
も
に
「
其
此
(
斯)

之
謂
輿」

の
文
型
の
場
合
で
あ
る 。

HH

四
資
料
と
も
に 、
中
国
祝
夫
博
士
『
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究』
(
訳

文
信)

に
拠
る

。

日山

『
降
源
口
伝
』
『・
俊
頼
髄
脳』
『
奥
儀
抄』
『
袋
草
紙
』

は
「
日
本
歌
学
大

系」 、
『
古
今
著
間
集』
『
平
治
物
語』

は
「
日
本
古
典
文
学
『
平
家
物
語』

大
系」

の
本
文
に
拠
る 。

げ

用
例
は
「
平
安
迫
文
」

に
拠
る 。

〔
付
記〕

本
稿
は 、

昭
和
四
十
二
年
度
春
季
国
語
学
会
研
究
発
表
会
に
お
け

る
発
表
原
稿
を
書
き
改
め
た
も
の
で
あ
る 。

稿
を
成
す
に
際
し
て 、

中
国

祝
夫
博
士 、

春
日
和
男
博
士 、

山
田
俊
雄
氏 、

築
島
裕
博
士
よ
り
種
々
貴
重

な
御
教
示
を
賜
わ
っ
た

。

記
し
て
感
謝
の
窓
を
表
す
る
次
第
で
あ
る 。




